城柵と唐の辺境支配 by 吉田 歓
は
じ
め
に
　
古
代
に
お
け
る
地
方
拠
点
と
い
っ
た
場
合
、
い
く
つ
か
の
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
も
っ
と
も
基
本
的
な
も
の
と
し
て
は
国
府
や
郡
家
が
あ
げ
ら
れ
る
。
国
府
や
郡
家
は
、
全
国
の
各
国
郡
に
設
け
ら
れ
た
、
古
代
国
家
の
地
方
支
配
の
機
関
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
古
代
の
東
北
地
方
や
現
在
の
新
潟
県
に
相
当
す
る
地
域
に
は
城
柵
と
い
う
施
設
も
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
城
柵
も
東
北
地
方
や
新
潟
県
相
当
地
域
の
支
配
を
進
め
る
上
で
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
拠
点
の
一
つ
と
理
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
城
柵
は
、
以
前
に
は
蝦
夷
と
の
対
立
を
背
景
と
し
て
作
ら
れ
た
軍
事
的
な
施
設
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
後
の
発
掘
調
査
の
進
展
に
よ
っ
て
、
中
枢
部
に
政
庁
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
行
政
的
な
側
面
も
合
わ
せ
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
以
上
の
よ
う
に
城
柵
は
単
な
る
軍
事
施
設
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
行
政
的
な
機
能
も
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
蝦
夷
支
配
を
は
じ
め
、
地
域
支
配
の
拠
点
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る（１
）。
　
こ
の
よ
う
に
城
柵
は
、
国
府
な
ど
と
対
比
さ
れ
な
が
ら
検
討
が
進
め
ら
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
筆
者
も
政
庁
や
外
郭
施
設
に
着
目
し
て
国
府
・
郡
家
と
城
柵
に
つ
い
て
比
較
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る（２
）。
そ
こ
で
は
城
柵
に
政
庁
が
存
在
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
や
外
郭
施
設
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
検
討
を
試
み
た
。
た
だ
城
柵
に
つ
い
て
支
配
拠
点
と
い
う
視
点
か
ら
は
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
城
柵
を
地
域
拠
点
の
一
形
態
と
し
て
捉
え
る
と
と
も
に
、
中
国
の
類
似
す
る
拠
点
と
比
較
を
し
な
が
ら
検
討
を
し
て
み
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
古
代
日
本
の
地
方
支
配
拠
点
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。
第
一
章　
国
府
・
郡
家
の
外
郭
施
設
　
前
稿
ａ
で
は
、
国
府
・
郡
家
と
城
柵
に
つ
い
て
外
郭
施
設
の
有
無
を
め
ぐ
っ
て
検
討
を
加
え
、
国
府
・
郡
家
に
は
そ
も
そ
も
外
郭
施
設
が
伴
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
た
今
泉
隆
雄
氏
の
所（３
）論
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
律
令
編
纂
段
階
で
外
郭
施
設
を
作
る
つ
も
り
が
な
か
っ
た
こ
と
を
推
論
し
た
。
本
章
で
は
、
そ
れ
を
あ
ら
た
め
て
再
検
討
し
な
が
ら
、
日
本
の
城
柵
と
い
う
存
在
自
体
に
つ
い
て
、
中
国
の
律
令
制
度
と
比
較
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
特
徴
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
　
は
じ
め
に
今
泉
氏
が
述
べ
ら
れ
た
こ
と
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
今
泉
氏
は
、
日
本
の
養
老
衛
禁
律
24
越
垣
及
城
条（４）
と
同
じ
く
賊
盗
律
27
盗
節
刀
条
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
す
る
『
唐
律
疏
議
』
の
条
文
と
詳
細
に
比
較
し
、
唐
律
の
州
・
県
に
関
わ
る
部
分
が
日
本
律
で
は
改
変
を
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
改
変
は
、
唐
の
州
・
県
の
よ
う
な
外
郭
施
設
が
日
本
に
は
な
か
っ
た
た
め
に
な
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
た（５
）。
今
泉
氏
は
両
条
の
内
容
を
日
唐
間
で
比
較
し
た
表
を
提
示
さ
れ
て
い
て
説
得
力
が
あ
る
。
前
稿
ａ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
今
泉
氏
の
所
説
を
発
展
的
に
継
承
し
、
さ
ら
に
最
初
か
ら
外
郭
施
設
を
作
る
意
図
そ
の
も
の
論　
文
城
柵
と
唐
の
辺
境
支
配
吉　
田　
　
　
歓
－ 45 －
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
み
た
。
　
律
の
条
文
を
改
変
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
条
文
を
改
変
す
る
こ
と
自
体
が
明
確
な
意
図
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
唐
律
が
州
・
県
に
外
郭
施
設
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
律
で
は
そ
れ
に
関
わ
る
部
分
を
削
除
し
た
り
書
き
換
え
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
唐
で
も
県
城
に
つ
い
て
は
後
掲
の
史
料
２
『
唐
律
疏
議
』
衛
禁
律
24
越
州
鎮
戍
等
垣
城
条
の
疏
議
は
県
城
に
城
垣
が
な
い
場
合
を
想
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
籬
柵
は
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
議
論
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
県
も
い
わ
ゆ
る
城
壁
で
は
な
く
て
も
全
体
を
囲
う
外
郭
施
設
が
あ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
日
本
と
唐
の
違
い
は
偶
然
で
は
な
く
意
図
的
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
円
仁
の
目
を
通
し
て
見
た
中
国
の
地
方
都
市
に
つ
い
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
が（６
）、
円
仁
は
中
国
の
地
方
都
市
が
城
壁
に
囲
ま
れ
て
い
た
様
子
を
現
実
に
見
て
い
た
。
こ
う
し
た
体
験
は
円
仁
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
円
仁
以
前
の
遣
唐
使
も
実
際
に
目
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
遣
唐
使
よ
り
も
前
の
遣
隋
使
、
さ
ら
に
は
そ
れ
以
前
の
使
者
た
ち
も
見
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
中
国
に
渡
っ
た
使
者
た
ち
は
、
上
陸
地
か
ら
首
都
ま
で
の
道
中
で
中
国
の
地
方
都
市
が
城
壁
で
囲
ま
れ
て
い
る
姿
を
見
て
い
た
可
能
性
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
律
令
編
纂
段
階
で
も
、
唐
の
地
方
都
市
で
あ
る
州
・
県
が
城
郭
都
市
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
律
令
の
編
纂
者
た
ち
は
、
そ
う
し
た
こ
と
を
知
っ
た
上
で
、
律
の
条
文
を
書
き
換
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
し
律
令
を
施
行
し
て
国
府
や
郡
家
を
建
設
し
整
備
し
て
い
く
過
程
で
城
郭
都
市
を
造
る
予
定
で
あ
っ
た
な
ら
、唐
律
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
継
承
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
外
郭
施
設
や
城
壁
が
問
題
と
な
ら
な
い
よ
う
に
改
変
を
加
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
意
図
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
状
況
証
拠
に
頼
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
国
府
や
郡
家
に
外
郭
施
設
を
設
け
る
つ
も
り
は
最
初
か
ら
な
か
っ
た
と
臆
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
今
後
の
発
掘
調
査
な
ど
の
進
展
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
し
、
個
別
的
な
事
情
な
ど
に
よ
っ
て
も
造
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
原
則
論
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
は
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
中
国
の
よ
う
に
城
壁
や
外
郭
施
設
で
囲
む
よ
う
な
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
か
。
こ
の
疑
問
に
答
え
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
都
市
を
防
衛
す
る
必
要
性
が
、
中
国
よ
り
も
比
較
的
低
か
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
古
代
社
会
そ
の
も
の
が
、
比
較
的
安
定
し
た
社
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
背
景
の
一
つ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
都
市
に
人
々
が
集
住
す
る
必
要
性
や
都
市
を
支
え
る
た
め
の
機
能
を
集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
性
が
、
中
国
に
比
し
て
や
は
り
低
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
古
代
日
本
の
地
方
都
市
が
外
郭
施
設
を
持
た
な
か
っ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
確
証
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
今
後
も
何
か
確
か
な
理
由
付
け
を
見
出
す
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
が
、
多
面
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
の
試
み
に
つ
い
て
は
別
に
行
っ
た（７
）。
第
二
章　
城
柵
と
唐
の
鎮
・
戍
　
　
　
一　
唐
の
鎮
・
戍
　
前
章
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
日
唐
律
の
規
定
を
比
較
し
て
両
者
の
違
い
に
つ
い
て
明
ら
か
に
指
摘
さ
れ
た
の
は
今
泉
氏
で
あ
っ
た
。
今
泉
氏
の
指
摘
は
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
中
で
も
唐
の
鎮
・
戍
が
日
本
で
は
「
筑
紫
城
」「
陸
奥
越
後
出
羽
等
柵
」
に
対
応
し
て
い
た
と
さ
れ
た
点
に
つ
い
て（８
）、
も
う
少
し
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
－ 46 －
史
料
１
養
老
衛
禁
律
24
越
垣
及
城
条
凡
越
二
兵
庫
垣
、
及
筑
紫
城
一
、
徒
一
年
、〈
陸
奥
越
後
出
羽
等
柵
亦
同
〉、
曹
司
垣
杖
一
百
、〈
大
宰
府
垣
亦
同
〉、
国
垣
杖
九
十
、
郡
垣
杖
七
十
、
坊
市
垣
笞
五
十
、〈
皆
謂
、
有
二
門
禁
一
者
、《
縱
無
二
城
垣
一
、
唯
有
二
柵
籬
一
亦
是
》〉、（
後
略
）、（〈　
〉
は
注
、《　
》
は
割
り
注
）
史
料
２
『
唐
律
疏
議
』
衛
禁
律
24
越
州
鎮
戍
等
垣
城
条
諸
越
二
州
鎮
戍
城
及
武
庫
垣
一
、
徒
一
年
、
県
城
、
杖
九
十
、〈
皆
謂
有
二
門
禁
一
者
〉、〔
疏
議
曰
、
諸
州
及
鎮
戍
之
所
、
各
自
有
レ
城
、
若
越
二
城
及
武
庫
垣
一
者
、
各
合
徒
一
年
、
越
二
県
城
一
、
杖
九
十
、
縱
無
二
城
垣
一
、
籬
柵
亦
是
、
注
云
、
皆
謂
有
二
門
禁
一
者
、（
中
略
）〕、
越
二
官
府
廨
垣
及
坊
市
垣
籬
一
者
、
杖
七
十
、
侵
壊
者
、
亦
如
レ
之
、（
後
略
）、（〈　
〉
は
注
、〔　
〕
は
疏
議
）
　
ま
ず
今
泉
氏
の
指
摘
を
再
確
認
す
る
と
、
史
料
１
の
養
老
衛
禁
律
24
越
垣
及
城
条
と
史
料
２
の
『
唐
律
疏
議
』
衛
禁
律
24
越
州
鎮
戍
等
垣
城
条（９）と
を
比
較
し
、
唐
の
鎮
戍
城
が
日
本
の
「
筑
紫
城
」「
陸
奥
越
後
出
羽
等
柵
」
に
対
応
し
て
三
段
階
の
越
罪
の
う
ち
の
も
っ
と
も
重
い
第
Ⅰ
ラ
ン
ク
に
残
さ
れ
た
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
今
泉
氏
の
指
摘
に
従
う
と
、
唐
の
鎮
・
戍
が
日
本
で
は
「
筑
紫
城
」
と
陸
奥
・
越
後
・
出
羽
三
国
の
柵
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
唐
の
鎮
と
戍
で
あ
る
。
両
者
と
も
基
本
的
に
は
辺
境
の
防
衛
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
軍
事
的
な
拠
点
施
設
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
泉
氏
や
後
に
も
紹
介
す
る
大
高
広
和
氏）（1
（
の
指
摘
の
如
く
、日
本
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
泉
氏
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
鎮
・
戍
そ
の
も
の
は
日
本
に
は
継
受
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
筑
紫
城
や
陸
奥
・
越
後
・
出
羽
三
国
の
柵
が
対
応
す
る
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
逆
に
、
鎮
・
戍
と
は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
ら
が
日
本
の
古
代
国
家
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
課
題
と
し
て
興
味
を
ひ
く
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
唐
の
鎮
・
戍
に
つ
い
て
見
た
上
で
、
古
代
日
本
へ
の
継
承
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
　
は
じ
め
に
唐
の
鎮
・
戍
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。
鎮
・
戍
の
概
要
に
関
し
て
は
、
中
村
裕
一
氏
が
ま
と
ま
っ
た
解
説
を
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
渡
辺
信
一
郎
氏
も
賦
役
制
度
と
関
わ
ら
せ
て
論
及
さ
れ
て
い
る
）
（（
（
。
そ
れ
ら
の
所
論
に
よ
る
と
、
基
本
的
に
は
鎮
・
戍
は
辺
境
に
設
置
さ
れ
た
常
備
軍
で
、
そ
の
役
割
は
辺
境
地
帯
の
防
衛
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
都
督
府
が
鎮
・
戍
を
統
轄
し
、
都
督
府
（
州
）
―
鎮
―
戍
と
い
う
組
織
体
系
を
な
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
辺
境
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
も
配
置
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
と
は
い
え
基
本
的
に
は
辺
境
地
域
の
守
備
や
警
戒
が
主
た
る
任
務
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
）
（1
（
。こ
の
よ
う
な
鎮
と
戍
か
ら
な
る
防
衛
体
制
を
、
以
下
で
は
仮
に
鎮
・
戍
制
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
鎮
は
、
後
に
登
場
す
る
軍
鎮
と
は
別
で
あ
る
点
で
あ
る
）
（1
（
。
軍
鎮
は
唐
初
か
ら
の
鎮
・
戍
制
よ
り
後
に
展
開
し
て
く
る
も
の
で
、
両
者
は
分
け
て
扱
う
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
軍
鎮
で
は
な
い
。
　
そ
れ
で
は
鎮
・
戍
制
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
中
村
・
渡
辺
両
氏
の
整
理
を
も
と
に
ま
と
め
て
み
た
い
。
　
ま
ず
『
唐
令
拾
遺
補
』
は
、
州
県
鎮
戍
嶽
瀆
関
津
職
員
令
の
中
に
、
16
上
鎮
、
17
中
鎮
、
18
下
鎮
、
19
上
戍
、
20
中
戍
、
21
下
戍
の
各
条
を
復
旧
し
て
い
る
）
（1
（
。
い
ず
れ
も
『
唐
六
典
』
や
『
新
唐
書
』
な
ど
を
も
と
に
復
旧
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
『
唐
六
典
』
を
ま
ず
は
参
照
し
て
み
た
い
。
史
料
３
『
唐
六
典
』
巻
三
〇
、三
府
督
護
州
県
官
吏
、
上
鎮
条
上
鎮
、
将
一
人
、
正
六
品
下
、
鎮
副
一
人
、
正
七
品
下
、（
中
略
）、
録
事
一
人
、
史
二
人
、
倉
曹
参
軍
事
一
人
、
従
八
品
下
、（
中
略
）、
佐
一
人
、
史
二
人
、
兵
曹
参
軍
事
一
人
、
従
八
品
下
、
佐　
　
二
人
、
史
二
人
、
倉
督
一
人
、
史
二
人
、
中
鎮
、（
中
略
）、
下
鎮
、（
中
略
）、
上
戍
、
主
一
人
、
正
八
品
下
、
戍
副
一
人
、
従
八
品
下
、（
中
略
）、
佐
一
人
、
史
二
人
、
中
戍
、（
中
略
）、
－ 47 －
下
戍
、（
中
略
）、
鎮
将
、
鎮
副
掌
二
鎮
捍
防
守
一
、
總
二
判
鎮
事
一
、
録
事
掌
二
受
事
句
稽
一
、
倉
曹
掌
二
儀
式
、倉
庫
、飲
膳
、医
薬
、付
事
勾
稽
、省
署
抄
目
、監
印
、給
紙
筆
、
市
易
、
公
廨
之
事
一
、
兵
曹
掌
二
防
人
名
帳
、
戎
器
、
管
鑰
、
差
点
及
土
木
興
造
之
事
一
、
戍
主
、
戍
副
掌
與
二
諸
鎮
一
略
同
、（
後
略
）、
　
『
唐
六
典
』
巻
三
〇
、三
府
督
護
州
県
官
吏
の
上
鎮
条
に
よ
る
と
、
上
鎮
に
は
将
一
人
、
鎮
副
一
人
、
録
事
一
人
、
史
二
人
以
下
が
置
か
れ
、
中
鎮
と
下
鎮
に
も
規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
同
様
の
人
員
を
配
置
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
同
じ
く
上
戍
に
は
、
主
一
人
、
戍
副
一
人
、
佐
一
人
、
史
二
人
が
置
か
れ
、
中
戍
と
下
戍
に
も
や
は
り
規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
同
様
の
人
員
が
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、鎮
将
と
鎮
副
の
職
掌
は
、「
鎮
捍
防
守
、總
判
鎮
事
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
戍
主
と
戍
副
の
そ
れ
は
、「
與
諸
鎮
略
同
」
と
あ
り
、
鎮
将
た
ち
と
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、鎮
の
録
事
は
「
受
事
句
稽
」、倉
曹
は
「
儀
式
、
倉
庫
、
飲
膳
、
医
薬
、
付
事
勾
稽
、
省
署
抄
目
、
監
印
、
給
紙
筆
、
市
易
、
公
廨
之
事
」、
兵
曹
は
「
防
人
名
帳
、
戎
器
、
管
鑰
、
差
点
及
土
木
興
造
之
事
」
を
掌
る
と
規
定
し
て
い
る
。
史
料
４
『
新
唐
書
』
で
は
、
巻
四
九
下
、
志
三
九
下
、
百
官
四
下
、
上
鎮
条
上
鎮
、
将
一
人
、
正
六
品
下
、
鎮
副
二
人
、
正
七
品
下
、
倉
曹
参
軍
事
、
兵
曹
参
軍
事
各
一
人
、
従
八
品
下
、
中
鎮
、（
中
略
）、
下
鎮
、（
中
略
）、
上
戍
、
主
一
人
、
正
八
品
下
、
戍
副
一
人
、
従
八
品
下
、
中
戍
、（
中
略
）、
下
戍
、（
中
略
）、
鎮
将
、
鎮
副
、
戍
主
、
戍
副
、
掌
二
捍
防
守
禦
一
、（
中
略
）、
倉
曹
参
軍
事
、
掌
二
儀
式
、
倉
庫
、
飲
膳
、
医
薬
、
付
事
句
稽
、
省
署
鈔
目
、
監
印
、
給
紙
筆
、
市
易
、
公
廨
一
、
中
鎮
則
兵
曹
兼
掌
、
兵
曹
参
軍
事
、
掌
二
防
人
名
帳
、
戎
器
、
管
鑰
、
馬
驢
、
土
木
、
讁
罰
之
事
一
、（
後
略
）、
　
一
方
の『
新
唐
書
』で
は
、巻
四
九
下
、志
三
九
下
、百
官
四
下
の
上
鎮
条
に
よ
る
と
、
大
体
は
『
唐
六
典
』
と
同
じ
よ
う
に
鎮
と
戍
の
官
制
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
職
掌
の
字
句
が
少
し
異
な
っ
て
い
る
。
鎮
将
・
鎮
副
・
戍
主
・
戍
副
の
職
掌
は
、「
捍
防
守
禦
」
と
規
定
さ
れ
、
倉
曹
参
軍
事
は
「
儀
式
、
倉
庫
、
飲
膳
、
医
薬
、
付
事
句
稽
、
省
署
鈔
目
、
監
印
、
給
紙
筆
、
市
易
、
公
廨
」、
兵
曹
参
軍
事
は
「
防
人
名
帳
、
戎
器
、
管
鑰
、
馬
驢
、
土
木
、
讁
罰
之
事
」
を
掌
る
と
見
え
て
い
る
。
　
『
唐
六
典
』
と
『
新
唐
書
』
の
記
述
を
比
べ
る
と
、
お
お
よ
そ
同
じ
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、
鎮
将
・
鎮
副
ら
の
職
掌
の
字
句
や
、
録
事
の
有
無
、
兵
曹
参
軍
事
の
職
掌
に
い
く
つ
か
の
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
具
体
的
に
は
、
兵
曹
参
軍
事
に
つ
い
て
は
、『
新
唐
書
』
で
は
『
唐
六
典
』
に
見
え
な
い
「
馬
驢
」
や
「
讁
罰
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
鎮
将
た
ち
の
職
掌
は
、『
唐
六
典
』
が
「
鎮
捍
防
守
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
『
新
唐
書
』
は
「
捍
防
守
禦
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
若
干
の
相
違
は
見
ら
れ
る
も
の
の
基
本
的
な
部
分
に
つ
い
て
は
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
主
た
る
機
能
を
も
っ
と
も
示
す
長
官
・
次
官
の
職
掌
も
「
鎮
捍
防
守
」
と
「
捍
防
守
禦
」
と
表
現
に
違
い
は
あ
る
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
と
見
て
問
題
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
日
本
と
の
関
係
で
見
る
な
ら
、『
唐
六
典
』
の
「
鎮
捍
防
守
」
の
表
現
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
後
に
も
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
養
老
職
員
令
70
大
国
条
の
規
定
の
中
に
は
、「
鎮
捍
防
守
」
と
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
日
本
の
律
令
編
纂
段
階
で
参
照
し
た
唐
の
規
定
に
も
同
じ
く
「
鎮
捍
防
守
」
と
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
律
令
編
纂
の
過
程
で
参
照
し
た
、
恐
ら
く
永
徽
令
に
は
「
鎮
捍
防
守
」
と
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
な
か
っ
た
と
し
て
も
参
照
し
た
規
定
に
こ
の
よ
う
な
文
言
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、『
唐
六
典
』
の
記
載
の
方
が
、
日
本
と
の
比
較
を
す
る
際
に
は
注
目
さ
れ
る
た
め
、
以
下
の
検
討
で
は
『
唐
六
典
』
を
基
本
と
し
て
述
べ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
　
鎮
・
戍
を
配
置
す
る
鎮
・
戍
制
自
体
が
唐
令
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。『
唐
令
拾
遺
補
』
は
州
県
鎮
戍
嶽
瀆
関
津
職
員
令
の
－ 48 －
中
に
16
～
21
条
と
し
て
鎮
・
戍
の
官
制
を
復
旧
し
て
い
る
。
律
令
の
中
に
鎮
と
戍
の
存
在
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
か
ら
、
鎮
・
戍
の
官
制
が
規
定
と
し
て
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
、
細
か
い
字
句
に
つ
い
て
は
変
遷
や
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
し
き
れ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
あ
ま
り
厳
密
に
捉
え
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
令
文
と
し
て
存
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
も
議
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
日
本
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
規
定
と
し
て
存
在
し
て
い
た
蓋
然
性
は
高
い
も
の
と
思
わ
れ
、
も
し
条
文
と
し
て
存
在
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
日
本
の
律
令
編
纂
者
が
参
照
し
た
何
ら
か
の
規
定
は
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
本
章
で
は
、『
唐
令
拾
遺
補
』
の
復
元
案
を
前
提
と
し
つ
つ
、
そ
れ
以
外
の
可
能
性
の
含
み
も
残
し
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
唐
の
鎮
・
戍
制
が
規
定
と
し
て
存
在
し
た
と
す
る
な
ら
、
日
本
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
た
か
が
次
の
問
題
と
な
る
。
唐
の
鎮
・
戍
制
と
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
　
　
　
二　
鎮
・
戍
制
の
継
受
と
変
容
　
唐
の
鎮
・
戍
制
を
日
本
が
ど
の
よ
う
に
継
受
し
た
の
か
、
逆
に
し
な
か
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
い
く
が
、
結
論
を
先
に
示
す
と
、
日
本
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
継
受
す
る
こ
と
は
せ
ず
大
き
く
組
み
替
え
て
取
り
入
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
唐
の
鎮
・
戍
制
が
日
本
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
大
高
氏
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
大
高
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、日
本
の
律
令
か
ら
鎮
・
戍
制
は
削
除
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
大
高
氏
の
指
摘
を
継
承
し
て
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
を
し
て
み
た
い
。
　
ま
ず
令
に
目
を
向
け
る
と
、
養
老
職
員
令
に
は
、『
唐
令
拾
遺
補
』
が
復
旧
し
た
鎮
・
戍
制
に
関
わ
る
条
文
は
残
っ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
も
と
も
と
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
繰
り
返
し
に
な
る
が
、他
の
律
令
条
文
の
中
の
鎮
・
戍
に
関
わ
る
部
分
を
基
本
的
に
削
除
し
た
り
別
の
形
に
改
変
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。
日
本
の
律
令
の
規
定
そ
の
も
の
に
鎮
・
戍
制
は
組
み
込
ま
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
宝
官
員
令
に
も
鎮
・
戍
制
に
関
わ
る
条
文
は
立
て
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
臆
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
も
確
か
な
証
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
後
に
も
触
れ
る
よ
う
に
、『
令
集
解
』
職
員
令
大
国
条
が
鎮
・
戍
制
を
組
み
立
て
直
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
古
記
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
同
様
の
規
定
が
大
宝
令
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
な
ら
、
大
宝
官
員
令
に
も
鎮
・
戍
の
官
制
を
規
定
し
た
条
文
は
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
大
高
氏
の
説
か
れ
た
よ
う
に
、
唐
の
鎮
・
戍
制
は
日
本
の
官
制
の
中
に
は
継
受
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
日
本
に
も
唐
の
鎮
・
戍
に
類
し
た
も
の
が
存
在
し
て
い
た
。
唐
の
鎮
・
戍
は
基
本
的
に
は
辺
境
地
域
に
設
け
ら
れ
た
防
衛
拠
点
で
あ
っ
た
が
、
日
本
に
も
同
様
に
辺
境
地
域
に
置
か
れ
た
城
柵
が
存
在
し
た
。
渟
足
柵
・
磐
舟
柵
を
は
じ
め
と
し
て
、
後
の
陸
奥
・
越
後
・
出
羽
三
国
と
い
う
辺
境
地
域
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
柵
造
と
い
う
、
恐
ら
く
柵
を
管
轄
す
る
者
も
い
た
こ
と
が
史
料
に
見
え
て
い
る
）
（1
（
。
つ
ま
り
、
柵
は
柵
造
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
体
制
が
一
応
は
整
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
大
宝
律
令
制
定
以
前
に
、
柵
造
―
柵
戸
か
ら
な
る
柵
が
存
在
し
た
わ
け
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
辺
境
地
域
に
設
け
ら
れ
た
と
い
う
意
味
で
は
柵
と
鎮
・
戍
は
近
似
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
柵
を
鎮
や
戍
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
律
令
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
史
料
５
養
老
職
員
令
70
大
国
条
　
大
国
守
一
人
、〈
掌
、
祠
社
、（
中
略
）、
僧
尼
名
籍
事
、
余
守
准
レ
此
、
其
陸
奥
、
出
羽
、
越
後
等
国
、
兼
二
知
饗
給
、
征
討
、
斥
候
一
、
壱
岐
、
対
馬
、
日
向
、
薩
摩
、
大
隅
等
国
、
惣
二
知
鎮
捍
、
防
守
、
及
蕃
客
、
帰
化
一
、（
後
略
）〉、（
後
略
）、
　
こ
の
点
に
つ
い
て
も
大
高
氏
の
指
摘
が
参
考
と
な
る
。
大
高
氏
は
、
鎮
の
鎮
将
と
戍
の
戍
主
の
職
掌
で
あ
る
「
鎮
捍
、
防
守
」
が
、
養
老
職
員
令
70
大
国
条
の
壱
岐
・
－ 49 －
対
馬
・
日
向
・
薩
摩
・
大
隅
五
国
の
守
の
職
掌
の
「
鎮
捍
、
防
守
及
蕃
客
、
帰
化
」
の
一
部
と
一
致
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
鎮
の
兵
曹
の
職
掌
で
あ
る
「
防
人
名
帳
、
戎
器
、
管
鑰
、
差
点
及
土
木
興
造
」
が
大
宰
府
防
人
司
の
職
掌
に
対
応
し
て
い
る
と
さ
れ
た
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
唐
の
鎮
・
戍
の
機
能
は
、
日
本
で
は
西
海
道
の
大
宰
府
と
壱
岐
・
対
馬
・
日
向
・
薩
摩
・
大
隅
五
国
の
辺
境
地
域
の
諸
機
関
に
継
承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
鎮
・
戍
制
は
全
く
日
本
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
機
能
は
西
海
道
の
大
宰
府
や
壱
岐
・
対
馬
・
日
向
・
薩
摩
・
大
隅
五
国
な
ど
に
吸
収
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
大
宝
令
段
階
で
は
ま
だ
大
隅
国
は
日
向
国
か
ら
分
置
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
大
隅
国
を
除
く
四
国
と
規
定
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
が
、
日
本
で
は
鎮
・
戍
に
相
当
す
る
機
関
を
特
に
設
置
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
鎮
・
戍
の
機
能
は
、
防
人
司
や
壱
岐
・
対
馬
・
日
向
・
薩
摩
・
大
隅
五
国
の
守
の
職
掌
に
含
ま
せ
、
独
立
し
た
機
関
と
し
て
鎮
・
戍
に
相
当
す
る
組
織
を
律
令
の
中
に
は
設
定
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
柵
と
柵
造
を
鎮
と
鎮
将
（
戍
と
戍
主
）
の
よ
う
に
位
置
付
け
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
陸
奥
・
越
後
・
出
羽
三
国
で
は
な
く
西
海
道
の
諸
機
関
の
職
掌
と
し
て
継
受
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
　
鎮
将
た
ち
の
職
掌
の
「
鎮
捍
、
防
守
」
は
陸
奥
・
越
後
・
出
羽
三
国
の
守
の
職
掌
と
し
て
は
継
受
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、か
わ
り
に
与
え
ら
れ
た
の
が
「
饗
給
、
征
討
、
斥
候
」
で
あ
っ
た
）
（1
（
。
こ
の
陸
奥
・
越
後
・
出
羽
三
国
の
特
殊
な
任
務
に
つ
い
て
は
、
蝦
夷
と
の
関
わ
り
の
中
で
今
泉
氏
が
す
で
に
詳
細
に
検
討
を
加
え
ら
れ
、
そ
の
意
義
な
ど
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
）
（1
（
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
成
果
を
受
け
て
、
中
国
と
の
対
比
を
試
み
た
い
。
　
陸
奥
・
越
後
・
出
羽
三
国
の
守
の
職
掌
に
「
饗
給
、
征
討
、
斥
候
」
が
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
蝦
夷
支
配
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
の
地
域
の
特
異
性
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
職
掌
は
日
本
で
独
自
に
生
み
出
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
日
唐
律
令
比
較
を
進
め
る
上
で
は
、
す
で
に
周
知
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
唐
の
大
都
護
府
・
上
都
護
府
の
都
護
の
職
掌
と
の
共
通
性
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
都
護
の
職
掌
は
、
例
え
ば
『
唐
六
典
』
巻
三
〇
、三
府
督
護
州
県
官
吏
、
大
都
護
府
・
上
都
護
府
条
に
よ
る
と
、「
撫
慰
諸
蕃
、
輯
寧
外
寇
、
覘
候
姦
譎
、
征
討
攜
離
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
現
や
字
句
は
、
や
は
り
史
料
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
る
。『
旧
唐
書
』
巻
四
四
、
志
二
四
、
職
官
三
、
大
都
護
府
・
上
都
護
府
条
で
は
最
後
の
「
征
討
攜
離
」
が
「
征
討
攜
貳
」
と
あ
り
、『
新
唐
書
』
巻
四
九
下
、
志
三
九
下
、
百
官
四
下
、
大
都
護
府
・
上
都
護
府
条
で
は
「
統
諸
蕃
、
撫
慰
、
征
討
、
敍
功
、
罰
過
、
總
判
府
事
」
と
あ
り
、『
通
典
』
巻
三
二
、
職
官
一
四
、
都
護
条
で
は
「
所
統
諸
蕃
慰
撫
、
征
討
、
斥
堠
、
安
輯
蕃
人
及
諸
賞
罰
、
敍
録
勲
功
、
總
判
府
事
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
表
の
よ
う
に
な
る
。
日
本
の
養
老
職
員
令
で
は
「
饗
給
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、
大
宝
官
員
令
で
「
撫
慰
」
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
点
は
今
泉
氏
の
言
わ
れ
た
通
り
で
あ
ろ
う
）
（1
（
。
そ
の
た
め
大
宝
令
で
は
「
撫
慰
」
と
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
養
老
令
で
は
「
饗
給
」
と
修
正
し
た
こ
と
に
な
り
、
唐
と
の
比
較
を
す
る
場
合
に
は
、
ま
ず
は
元
の
形
の
大
宝
令
の
「
撫
慰
」
を
検
討
の
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
他
の
、
養
老
令
で
「
征
討
」「
斥
候
」
と
な
っ
て
い
る
部
分
が
大
宝
令
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
は
、『
令
集
解
』
で
古
記
が
触
れ
て
い
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
不
確
か
な
状
況
で
は
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
表　
日
本
と
都
護
府
の
職
掌
大
宝
令
撫　
　
慰
（
養
老
令
は
饗
給
）
征　
　
討
斥　
　
候
唐
六
典
撫
慰
諸
蕃
輯
寧
外
寇
覘
候
姦
譎
征
討
攜
離
通　
典
諸
蕃
慰
撫
征　
　
討
斥　
　
堠
安
輯
蕃
人
そ
の
他
旧
唐
書
撫
慰
諸
蕃
輯
寧
外
寇
覘
候
姦
譎
征
討
攜
貳
新
唐
書
諸
蕃
撫
慰
征　
　
討
そ
の
他
－ 50 －
大
宝
令
も
同
文
で
あ
っ
た
と
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
　
ま
た
、
今
泉
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
大
宝
令
編
纂
段
階
に
は
、
ま
だ
出
羽
国
が
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
養
老
令
で
「
陸
奥
出
羽
越
後
等
国
」
と
あ
る
と
こ
ろ
は
、
大
宝
令
で
は
「
出
羽
」
が
な
く
「
陸
奥
越
後
等
国
」
と
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
（1
（
。
以
上
の
よ
う
に
養
老
令
は
大
宝
令
の
字
句
を
い
く
つ
か
変
更
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
前
提
に
立
つ
と
、
大
宝
令
で
は
陸
奥
・
越
後
二
国
の
守
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
職
掌
の
他
に
「
撫
慰
、
征
討
、
斥
候
」
の
三
つ
が
加
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
で
唐
の
諸
史
料
を
比
べ
た
表
を
見
る
と
、『
通
典
』
の
字
句
・
表
現
が
も
っ
と
も
近
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。『
通
典
』
は
「
諸
蕃
慰
撫
、
征
討
、
斥
堠
」
と
い
う
職
掌
を
含
ん
で
い
る
が
、「
慰
撫
」「
征
討
」「
斥
堠
」
が
大
宝
令
と
近
似
し
て
い
る
。
大
宝
令
の
「
撫
慰
」
が
「
慰
撫
」
に
、「
斥
候
」
が
「
斥
堠
」
と
若
干
相
違
は
見
ら
れ
る
も
の
の
近
い
関
係
が
う
か
が
え
よ
う
。
た
だ
し
、『
通
典
』
で
「
慰
撫
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
『
唐
六
典
』『
新
唐
書
』
と
も
に
「
撫
慰
」
と
な
っ
て
い
て
、
大
宝
令
と
共
通
す
る
。
と
す
る
と
大
宝
令
は
『
通
典
』
の
記
載
の
元
と
な
っ
た
規
定
そ
の
も
の
に
従
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
か
、あ
る
い
は
「
慰
撫
」
に
つ
い
て
は
字
句
を
変
え
て
「
撫
慰
」
と
し
た
か
、
い
く
つ
か
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
は
唐
滅
亡
後
に
編
纂
さ
れ
た
書
籍
で
あ
る
し
、『
通
典
』『
唐
六
典
』
も
唐
代
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
細
か
い
字
句
の
出
所
ま
で
究
明
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
大
宝
律
令
の
藍
本
と
さ
れ
る
永
徽
律
令
に
対
応
条
文
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
永
徽
律
令
以
外
に
参
考
と
し
た
法
令
な
ど
に
は
ど
う
記
載
さ
れ
て
い
た
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
管
見
の
限
り
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
「
撫
慰
、
征
討
、
斥
候
」
の
元
に
な
っ
た
も
の
を
特
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
職
掌
は
都
護
府
の
都
護
の
そ
れ
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
え
よ
う
。
鎮
・
戍
の
鎮
将
・
戍
主
た
ち
の
職
掌
は
、
西
海
道
の
大
宰
府
や
壱
岐
・
対
馬
な
ど
の
諸
国
に
受
け
継
が
れ
、
陸
奥
・
越
後
二
国
の
守
に
は
都
護
府
の
都
護
の
職
掌
が
継
受
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、
あ
ら
た
め
て
確
か
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、す
で
に
柵
と
柵
造
が
存
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
鎮
・
戍
制
の
よ
う
な
形
で
明
確
に
組
織
化
し
、
官
制
の
中
に
位
置
付
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。
　
以
上
、
大
高
氏
の
指
摘
を
も
と
に
述
べ
て
き
た
が
、
唐
の
鎮
・
戍
制
が
西
海
道
に
、
都
護
府
の
職
掌
が
陸
奥
・
越
後
二
国
に
、
そ
れ
ぞ
れ
振
り
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
次
に
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
分
担
に
さ
れ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
す
で
に
大
高
氏
が
明
快
な
理
解
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。
大
高
氏
に
よ
る
と
、
唐
の
鎮
・
戍
制
そ
の
も
の
は
日
本
の
律
令
制
度
の
中
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
西
海
道
に
だ
け
は
「
防
」
が
置
か
れ
て
、「
防
」
と
い
う
形
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
白
村
江
の
戦
い
で
の
敗
北
直
後
の
防
衛
制
度
・
施
設
の
あ
り
方
を
考
慮
し
て
唐
の
制
度
か
ら
選
択
的
に
継
受
、
改
変
が
な
さ
れ
た
と
さ
れ
た
。
一
方
の
東
北
方
面
に
つ
い
て
は
、
特
別
な
辺
境
防
衛
制
度
は
構
想
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
軍
事
的
危
機
意
識
が
ま
だ
弱
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
の
蝦
夷
の
反
乱
を
受
け
て
東
北
政
策
は
大
き
く
転
換
し
、
そ
の
中
で
「
鎮
」「
鎮
所
」
が
登
場
し
鎮
官
―
鎮
兵
の
制
度
が
整
備
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
段
階
で
唐
の
制
度
も
念
頭
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
た
。
　
以
上
、
大
高
氏
の
所
説
を
簡
単
に
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
基
本
的
に
は
危
機
意
識
が
強
い
西
海
道
と
比
較
的
弱
い
東
北
・
越
後
方
面
と
い
う
違
い
が
、
鎮
・
戍
制
の
継
受
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
危
機
意
識
の
強
い
西
海
道
に
は
、
鎮
・
戍
制
が
改
変
さ
れ
な
が
ら
も
継
受
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
弱
い
東
北
・
越
後
方
面
に
は
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
東
北
で
も
蝦
夷
の
大
き
な
反
乱
が
起
こ
る
と
鎮
・
戍
制
を
参
考
と
し
て
新
た
な
体
制
が
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
な
大
高
氏
の
所
論
は
説
得
力
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
さ
ら
に
発
展
的
に
継
承
し
て
検
討
を
進
め
て
み
た
い
。
具
体
的
に
は
、
ど
う
し
て
西
海
道
に
鎮
・
戍
制
が
、
東
北
・
越
後
方
面
に
は
都
護
府
－ 51 －
が
参
考
と
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
　
唐
の
鎮
・
戍
が
辺
境
地
域
に
置
か
れ
た
防
衛
拠
点
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
日
本
に
お
い
て
も
西
海
道
だ
け
で
は
な
く
蝦
夷
と
境
を
接
す
る
東
北
・
越
後
方
面
に
も
導
入
さ
れ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
現
実
に
は
そ
の
よ
う
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
結
論
的
な
見
通
し
を
先
に
述
べ
る
な
ら
、
古
代
国
家
が
、
西
海
道
と
東
北
・
越
後
方
面
と
で
異
な
っ
た
政
策
意
図
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
は
、
大
高
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
対
外
的
な
危
機
意
識
の
強
弱
と
い
っ
た
側
面
も
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
と
い
う
、
も
う
少
し
積
極
的
な
性
格
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
と
、
西
海
道
の
職
掌
は
、「
鎮
捍
、
防
守
、
蕃
客
、
帰
化
」
で
、
こ
の
う
ち
「
鎮
捍
」「
防
守
」
は
唐
の
鎮
将
・
戍
主
た
ち
の
職
掌
と
共
通
し
て
お
り
、
東
北
・
越
後
方
面
の
「
撫
慰
、
征
討
、
斥
候
」
は
都
護
と
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
鎮
・
戍
制
と
都
護
府
を
参
考
と
し
て
作
文
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
で
、
両
者
の
職
掌
を
比
べ
る
と
、
両
者
と
も
に
対
外
的
に
ど
う
対
応
す
る
か
、
と
い
っ
た
面
で
相
違
が
見
ら
れ
る
。
今
泉
氏
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、根
本
的
に
ベ
ク
ト
ル
の
方
向
が
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
）
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「
鎮
捍
」
も
「
防
守
」
も
と
も
に
防
ぐ
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
お
り
、『
令
義
解
』
職
員
令
大
国
条
の
「
鎮
捍
」
の
義
解
が
、「
捍
衛
也
。
言
鎮
二
衛
寇
賊
一
也
」
と
し
、「
捍
」
は
「
衛
」
の
こ
と
で
あ
る
と
注
釈
を
加
え
て
い
る
こ
と
か
ら
「
ま
も
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
令
集
解
』
同
条
の
「
防
守
」
に
つ
い
て
穴
記
は
、「
鎮
捍
防
守
同
意
一
也
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
穴
記
は
鎮
捍
と
防
守
は
同
じ
意
味
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
よ
う
に
「
鎮
捍
」
も
「
防
守
」
も
基
本
的
に
は
外
敵
を
防
ぐ
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
の
「
撫
慰
、
征
討
、
斥
候
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
異
な
っ
て
い
る
。「
饗
給
（
撫
慰
）」
に
つ
い
て
は
今
泉
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
編
戸
さ
れ
て
い
な
い
蝦
夷
に
対
し
て
饗
宴
と
禄
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
を
編
戸
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
征
討
」は
国
家
に
抵
抗
す
る
蝦
夷
を
討
つ
こ
と
、「
斥
候
」
は
蝦
夷
た
ち
の
動
向
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
職
掌
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
鎮
捍
、
防
守
」
の
「
守
る
」
と
い
っ
た
防
衛
と
い
う
意
味
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
国
家
側
か
ら
饗
宴
や
禄
を
支
給
す
る
こ
と
で
蝦
夷
と
の
関
係
を
持
ち
、
逆
に
反
抗
し
て
き
た
ら
征
討
す
る
と
い
う
よ
う
に
積
極
的
な
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。
「
鎮
捍
、
防
守
」
が
「
守
る
」「
防
ぐ
」
と
い
う
受
け
身
の
姿
勢
で
あ
っ
た
の
と
は
対
照
的
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
理
解
か
ら
、
今
泉
氏
は
西
海
道
に
対
し
て
は
受
け
身
の
姿
勢
、
東
北
・
越
後
方
面
で
は
積
極
的
な
姿
勢
で
あ
っ
た
と
両
者
の
違
い
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
対
照
的
な
姿
勢
を
取
っ
た
背
景
と
し
て
、
大
高
氏
が
論
じ
ら
れ
た
よ
う
な
、
白
村
江
で
の
敗
北
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
敗
北
の
結
果
、
日
本
が
ま
た
出
兵
す
る
可
能
性
は
も
ち
ろ
ん
否
定
は
し
な
い
が
、
ま
ず
は
外
部
か
ら
の
攻
撃
に
備
え
る
と
い
う
側
面
が
第
一
に
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
唐
の
鎮
・
戍
制
を
参
考
と
し
て
「
鎮
捍
・
防
守
」
が
西
海
道
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
の
東
北
・
越
後
方
面
は
、
夷
狄
と
位
置
付
け
ら
れ
た
蝦
夷
が
存
在
し
て
い
る
も
の
の
、
彼
ら
と
の
関
係
は
単
純
で
は
な
か
っ
た
。
蝦
夷
た
ち
は
国
家
に
抵
抗
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
常
に
そ
う
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
一
つ
の
国
家
を
形
成
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
い
く
つ
も
の
集
団
に
分
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
国
家
側
と
の
関
係
は
異
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
今
泉
氏
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
す
で
に
七
世
紀
に
は
定
期
的
に
朝
廷
に
朝
貢
を
行
っ
て
も
い
た
し
、
そ
う
し
た
服
属
し
た
蝦
夷
た
ち
に
は
饗
宴
や
後
の
禄
物
に
相
当
す
る
物
品
な
ど
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
国
家
に
反
抗
し
た
場
合
に
は
征
討
も
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
蝦
夷
に
対
し
て
は
、
大
宝
律
令
制
定
以
前
の
段
階
で
、
す
で
に
一
定
の
関
係
を
築
い
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
背
景
と
し
て
律
令
の
規
定
が
作
ら
れ
た
と
理
解
で
き
る
。
そ
の
関
係
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
饗
宴
や
物
品
の
支
給
と
反
抗
し
て
き
た
際
の
征
討
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
条
文
の
中
に
取
り
入
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
西
海
道
と
東
北
・
越
後
方
面
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
な
背
景
を
も
と
に
職
掌
が
設
定
さ
－ 52 －
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
当
時
の
日
本
の
実
情
に
合
わ
せ
て
条
文
が
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
も
う
少
し
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
ず
れ
も
唐
の
制
度
を
参
考
と
し
て
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
り
、
日
本
の
実
情
を
条
文
の
中
に
反
映
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
唐
の
制
度
を
独
自
に
改
変
し
て
い
た
こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
と
、
西
海
道
の
「
鎮
捍
、
防
守
」
は
、
唐
の
鎮
・
戍
の
鎮
将
・
戍
主
た
ち
の
職
掌
と
字
句
が
同
じ
で
、
東
北
・
越
後
方
面
の
「
撫
慰
、
征
討
、
斥
候
」
は
、『
通
典
』
に
見
え
る
唐
の
都
護
府
の
都
護
の
職
掌
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
職
掌
の
字
句
が
日
本
の
実
状
に
合
わ
せ
て
独
自
に
生
み
出
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
唐
の
鎮
将
・
戍
主
や
都
護
の
規
定
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
唐
の
辺
境
地
域
に
設
置
さ
れ
た
機
関
の
う
ち
鎮
・
戍
と
都
護
府
の
機
能
を
、
日
本
の
実
態
や
国
家
の
姿
勢
に
適
合
す
る
よ
う
に
再
構
成
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、鎮
・
戍
制
と
都
護
府
の
機
能
を
吟
味
し
た
上
で
、
日
本
の
制
度
と
し
て
組
み
立
て
直
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、「
撫
慰
」
を
養
老
令
で
「
饗
給
」
に
書
き
換
え
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
唐
の
都
護
の
職
掌
を
直
接
取
り
入
れ
て
大
宝
令
の
条
文
を
作
っ
た
の
で
あ
る
が
、
や
や
具
体
性
が
乏
し
く
、
現
実
に
は
饗
宴
と
禄
な
ど
を
与
え
て
き
た
と
い
う
実
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
具
体
的
な
表
現
に
直
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
泉
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
内
容
は
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
よ
り
具
体
性
を
持
っ
た
表
現
に
変
更
し
た
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
。
恐
ら
く
大
宝
令
の
編
纂
段
階
で
は
蝦
夷
に
対
し
て
饗
宴
や
物
品
を
与
え
て
国
家
側
に
惹
き
付
け
て
お
く
方
策
は
、
唐
の
都
護
の
「
慰
撫
」
に
相
当
す
る
と
考
え
て
、
こ
れ
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
に
は
抽
象
的
な
表
現
で
も
あ
り
、
一
方
で
は
具
体
的
な
対
応
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
表
現
と
し
て
「
饗
給
」
に
変
更
し
た
も
の
と
臆
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
考
え
る
と
、「
撫
慰
」
を
選
択
し
、
さ
ら
に
「
饗
給
」
に
変
更
す
る
と
い
う
二
段
階
を
経
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
部
分
を
よ
り
実
態
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
今
泉
氏
が
着
目
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
こ
の
部
分
は
蝦
夷
支
配
の
肝
と
言
う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
表
現
に
も
こ
だ
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
の
よ
う
な
日
本
側
の
条
文
の
作
り
方
を
見
る
と
、
唐
の
制
度
を
自
分
な
り
に
咀
嚼
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
単
に
模
倣
し
た
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
国
家
と
し
て
の
意
図
を
込
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。東
北
・
越
後
方
面
に
対
し
て
は
、唐
の
鎮
・
戍
制
の
よ
う
に
防
衛
と
い
う
役
割
で
は
な
く
、
よ
り
積
極
的
に
蝦
夷
と
関
わ
り
取
り
込
ん
で
い
く
と
い
う
政
策
意
図
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
城
柵
と
い
う
唐
で
言
え
ば
鎮
・
戍
に
相
当
さ
せ
や
す
い
施
設
・
機
関
が
あ
り
な
が
ら
鎮
・
戍
の
機
能
を
当
て
は
め
る
こ
と
は
せ
ず
、
国
守
の
職
掌
に
都
護
府
の
そ
れ
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。
第
三
章　
城
柵
と
都
護
府
　
こ
こ
ま
で
日
本
で
は
鎮
・
戍
制
と
都
護
府
の
職
掌
を
実
状
に
合
わ
せ
て
西
海
道
と
東
北
・
越
後
方
面
と
に
振
り
分
け
て
い
た
こ
と
を
見
て
き
た
。
そ
れ
で
は
東
北
・
越
後
方
面
に
置
か
れ
た
城
柵
と
都
護
府
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
陸
奥
・
越
後
・
出
羽
三
国
の
守
は
唐
の
都
護
府
の
都
護
の
職
掌
の
一
部
を
取
り
入
れ
て
令
文
が
作
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
唐
の
都
護
府
を
日
本
に
も
作
ろ
う
と
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
都
護
府
の
よ
う
な
も
の
を
作
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
例
え
ば
、
多
賀
城
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
こ
こ
に
赴
任
し
て
く
る
陸
奥
守
は
、
都
護
と
同
じ
く
「
撫
慰
、
征
討
、
斥
候
」
を
職
掌
の
中
に
含
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
は
多
賀
城
が
都
護
府
に
相
当
す
る
の
か
と
考
え
る
と
、
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
や
は
り
多
賀
城
は
陸
奥
国
府
が
置
か
れ
た
と
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こ
ろ
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
国
府
で
あ
っ
た
と
見
ざ
る
を
得
な
い
。
職
員
令
70
大
国
条
の
条
文
も
、
ま
ず
は
守
一
般
の
職
掌
を
規
定
し
た
上
で
「
撫
慰
、
征
討
、
斥
候
」
を
「
兼
知
」
せ
よ
と
あ
り
、
こ
れ
ら
特
殊
な
任
務
は
、
守
が
兼
ね
て
知
る
と
こ
ろ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
守
一
般
の
職
掌
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
い
う
位
置
付
け
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
職
掌
の
内
容
は
取
り
込
ん
で
は
い
て
も
、
多
賀
城
を
都
護
府
に
相
当
す
る
機
関
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
同
じ
こ
と
は
西
海
道
の
場
合
に
も
言
え
る
。
鎮
・
戍
の
機
能
を
壱
岐
・
対
馬
な
ど
の
守
の
職
掌
の
中
に
含
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
や
は
り
同
条
で
は
「
總
知
」
と
な
っ
て
い
て
、
あ
く
ま
で
も
一
般
的
な
職
掌
に
加
え
ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
国
々
も
機
能
の
内
容
は
受
容
し
た
が
、
鎮
や
戍
と
い
う
機
関
と
し
て
置
か
れ
た
も
の
と
は
見
做
せ
な
い
こ
と
に
な
る
。
　
以
上
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、
や
は
り
都
護
府
や
鎮
・
戍
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
設
け
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
北
・
越
後
方
面
に
は
城
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
多
賀
城
は
陸
奥
守
が
い
て
、「
撫
慰
、
征
討
、
斥
候
」
の
策
源
地
と
い
う
べ
き
城
柵
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
都
護
府
を
モ
デ
ル
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
陸
奥
国
府
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
も
城
柵
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
も
官
制
上
、
特
に
規
定
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
そ
れ
は
恐
ら
く
以
前
、
試
論
を
提
示
し
た
よ
う
に
城
柵
に
は
国
庁
を
核
と
し
て
外
郭
施
設
で
囲
ん
だ
も
の
と
、
郡
庁
を
核
と
し
て
外
郭
施
設
で
囲
ん
だ
も
の
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
守
や
大
領
（
領
）
が
長
官
と
し
て
城
主
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
）
1（
（
。
つ
ま
り
、
城
柵
は
国
司
や
郡
司
に
よ
っ
て
管
理
運
営
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
城
柵
独
自
の
官
制
を
別
に
作
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
国
府
や
郡
家
で
は
な
い
第
三
の
場
合
に
は
、
派
遣
さ
れ
た
者
が
管
理
運
営
に
当
た
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
臨
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
の
状
況
に
対
応
し
て
設
け
ら
れ
た
と
理
解
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
通
常
の
場
合
は
、
国
府
や
郡
家
を
も
と
に
国
司
・
郡
司
か
ら
な
る
行
政
機
構
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
が
正
し
い
と
す
る
と
、
城
柵
の
組
織
を
別
に
構
築
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
当
初
、
国
司
・
郡
司
と
い
う
通
常
の
行
政
機
構
が
城
柵
の
運
営
に
当
た
る
形
態
を
想
定
し
て
制
度
が
設
計
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
蝦
夷
に
対
応
す
る
特
殊
な
職
掌
で
あ
る
「
撫
慰
、
征
討
、
斥
候
」
を
陸
奥
・
越
後
、
後
に
出
羽
を
加
え
た
三
国
の
守
の
職
掌
に
追
加
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
れ
ら
の
国
の
守
は
一
般
の
国
司
に
唐
の
都
護
の
職
務
を
付
加
し
た
職
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
一
般
の
国
司
と
都
護
を
合
体
さ
せ
た
の
が
、
こ
れ
ら
の
国
の
守
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
撫
慰
」
や
「
斥
候
」
は
ま
だ
し
も
文
字
通
り
軍
事
的
な
「
征
討
」
ま
で
も
守
の
職
掌
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
国
の
守
に
は
蝦
夷
へ
の
対
応
の
ほ
と
ん
ど
の
側
面
に
渉
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
唐
の
都
護
の
職
掌
を
合
体
さ
せ
た
結
果
で
も
あ
っ
た
。
　
し
か
し
、
そ
の
目
論
見
は
早
く
も
崩
れ
去
っ
て
し
ま
う
。
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
の
蝦
夷
の
反
乱
に
よ
っ
て
危
機
感
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
高
氏
の
言
わ
れ
た
よ
う
に
新
た
に
鎮
官
・
鎮
兵
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
通
常
の
国
司
の
枠
組
み
で
は
対
処
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
　
本
稿
で
は
、
日
本
の
城
柵
に
つ
い
て
唐
の
辺
境
地
域
防
衛
シ
ス
テ
ム
と
の
比
較
を
行
い
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
。
前
稿
ａ
で
は
城
柵
の
形
に
注
目
し
て
検
討
を
行
う
こ
と
し
か
で
き
ず
、
支
配
の
仕
組
み
に
関
し
て
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
問
題
を
補
足
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
た
。
し
か
し
、
今
泉
・
大
高
両
氏
の
研
究
を
な
ぞ
る
だ
け
の
内
容
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
唐
の
辺
境
防
衛
の
た
め
に
置
か
れ
た
鎮
・
戍
と
い
っ
た
機
関
の
存
在
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
日
本
に
は
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
唐
の
鎮
・
戍
の
職
掌
の
一
部
は
西
海
道
の
大
宰
府
や
壱
岐
・
対
馬
な
ど
の
職
掌
の
中
に
取
り
込
ん
で
し
ま
い
、
東
北
・
越
後
方
面
の
城
柵
が
設
け
ら
れ
た
国
々
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の
守
の
職
掌
に
は
都
護
府
の
都
護
の
そ
れ
が
取
り
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
鎮
・
戍
も
都
護
府
も
唐
の
辺
境
地
域
に
置
か
れ
た
機
関
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
西
海
道
と
東
北
・
越
後
方
面
の
そ
れ
ぞ
れ
の
辺
境
地
域
に
、
そ
の
機
能
が
割
り
振
ら
れ
た
こ
と
は
自
然
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
し
か
し
、
二
つ
の
点
で
日
本
の
特
異
性
が
見
出
せ
る
。
一
つ
は
、
唐
に
お
い
て
は
鎮
・
戍
も
都
護
府
も
独
立
し
た
一
つ
の
機
関
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
防
人
司
を
ひ
と
ま
ず
除
外
す
る
と
日
本
で
は
国
守
の
職
務
と
し
て
包
含
す
る
形
に
改
変
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
に
お
い
て
は
独
立
し
た
機
関
と
し
て
は
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
城
柵
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
は
い
て
も
、
そ
れ
ら
を
統
轄
す
る
国
守
の
職
務
と
し
て
継
受
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
独
立
し
た
機
関
と
し
て
官
制
を
整
え
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
二
つ
目
は
、
唐
の
鎮
・
戍
制
と
都
護
府
を
参
考
と
し
て
西
海
道
と
東
北
・
越
後
方
面
の
国
守
の
職
掌
を
規
定
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
、
あ
る
い
は
役
割
に
見
合
っ
た
も
の
を
選
択
し
て
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
西
海
道
は
海
外
か
ら
の
攻
撃
に
対
す
る
防
守
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
が
た
め
に
、
唐
の
鎮
・
戍
制
の
機
能
の
内
容
が
取
り
込
ま
れ
、
東
北
・
越
後
方
面
で
は
蝦
夷
と
の
対
応
の
あ
り
方
を
反
映
さ
せ
て
都
護
府
の
職
掌
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
く
辺
境
防
衛
と
い
っ
て
も
同
じ
も
の
で
は
な
く
、
東
西
日
本
で
主
た
る
役
割
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
勘
案
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
見
合
っ
た
唐
の
シ
ス
テ
ム
を
参
照
し
て
日
本
の
令
文
を
作
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
律
令
編
纂
者
た
ち
は
、
こ
う
し
た
違
い
を
明
確
に
認
識
し
た
上
で
唐
の
令
文
や
規
定
を
吟
味
し
て
日
本
の
令
文
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
西
と
東
で
異
な
っ
た
状
況
が
あ
り
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
唐
の
制
度
が
存
在
し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
割
り
振
っ
て
日
本
側
の
令
文
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
と
す
る
と
、
こ
れ
は
一
種
の
偶
然
の
産
物
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
も
し
唐
に
そ
れ
ぞ
れ
に
見
合
っ
た
令
文
・
規
定
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
日
本
の
令
文
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
疑
問
に
解
答
は
存
在
し
得
な
い
が
、
東
北
・
越
後
方
面
の
大
宝
令
の
「
撫
慰
」
が
養
老
令
で
「
饗
給
」
に
書
き
換
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
う
し
た
問
題
と
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
初
は
蝦
夷
対
応
に
見
合
う
も
の
と
し
て
都
護
の
職
掌
が
選
択
さ
れ
、「
撫
慰
」
を
採
用
し
た
が
、
現
実
の
姿
を
う
ま
く
は
表
現
し
切
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
実
態
を
よ
り
う
ま
く
表
現
す
る
た
め
に
「
饗
給
」
に
変
更
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
想
定
で
き
る
と
す
る
と
、
鎮
・
戍
制
や
都
護
府
な
ど
を
参
照
し
て
日
本
の
令
文
は
作
ら
れ
て
は
い
た
が
、
そ
も
そ
も
唐
の
鎮
・
戍
や
都
護
府
が
本
来
ど
の
よ
う
な
も
の
か
ま
で
は
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
ず
字
句
の
み
で
考
え
て
い
た
可
能
性
が
出
て
く
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
逆
に
日
本
の
古
代
国
家
が
西
海
道
と
東
北
・
越
後
方
面
の
辺
境
地
域
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
政
策
意
図
を
持
っ
て
い
た
の
か
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
、
律
令
編
纂
の
姿
勢
に
関
わ
る
問
題
に
ま
で
触
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
が
、
東
西
日
本
の
辺
境
地
域
に
関
し
て
は
、
盲
目
的
に
唐
の
制
度
を
継
受
し
よ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、日
本
独
自
の
選
択
が
働
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
現
実
の
あ
り
方
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
差
し
迫
っ
た
問
題
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
　
本
稿
で
は
中
国
と
の
対
比
を
通
し
て
検
討
し
て
き
た
。
中
国
と
対
比
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
辺
境
政
策
や
支
配
の
あ
り
方
の
特
性
が
見
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
回
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
令
文
な
ど
も
多
い
。
ま
た
、
先
行
研
究
や
史
料
な
ど
の
誤
読
、
見
落
と
し
も
多
々
あ
ろ
う
か
と
恐
れ
て
い
る
。
諸
賢
の
ご
批
正
を
請
い
つ
つ
筆
を
擱
き
た
い
。
注（１
）　
今
泉
隆
雄
ａ
「
律
令
国
家
と
エ
ミ
シ
」（
同
『
古
代
国
家
の
東
北
辺
境
支
配
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
。
初
出
は
一
九
九
二
年
）。
熊
谷
公
男
「
近
夷
郡
と
城
柵
支
配
」（『
東
北
学
院
大
学
論
集　
歴
史
学
・
地
理
学
』
二
一
、一
九
九
〇
年
）。
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（
２
）　
吉
田
歓
ａ
「
国
庁
・
郡
庁
と
城
柵
政
庁
」（
熊
谷
公
男
編
『
古
代
東
北
の
地
域
像
と
城
柵
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
九
年
）。
（
３
）　
今
泉
隆
雄
ｂ
「
古
代
東
北
城
柵
の
城
司
制
」、
ｃ
「
律
令
と
東
北
の
城
柵
」
（
同
『
古
代
国
家
の
東
北
辺
境
支
配
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
。
初
出
は
ｂ
が
一
九
九
〇
年
、
ｃ
が
一
九
九
一
年
）。
（
４
）　
養
老
律
令
は『
日
本
思
想
大
系
３
律
令
』（
岩
波
書
店
、一
九
七
六
年
）に
よ
り
、
条
文
番
号
も
こ
れ
に
よ
る
。
（
５
）　
今
泉
氏
ｂ
・
ｃ
論
文
。
（
６
）　
吉
田
歓
ｂ
「
日
中
都
市
比
較
か
ら
見
た
平
泉
」（
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
叢
書
61　
島
と
港
の
歴
史
学
』
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
五
年
）。
（
７
）　
吉
田
歓
「
都
市
平
泉
の
建
設
」（
岩
手
県
教
育
委
員
会
・
一
関
市
教
育
委
員
会
・
奥
州
市
教
育
委
員
会
・
平
泉
町
教
育
委
員
会
、
平
成
二
十
五
年
度
「
平
泉
の
文
化
遺
産
」
拡
張
登
録
に
係
る
研
究
集
会
「
日
本
都
市
史
の
な
か
の
平
泉
」
で
報
告
）
（
８
）　
今
泉
氏
ｂ
論
文
。
（
９
）　
律
令
研
究
会
編
『
譯
註
日
本
律
令
二　
律
本
文
篇
上
』（
東
京
堂
出
版
、
一 
九
七
五
年
）
を
使
用
。
条
文
番
号
も
こ
れ
に
よ
る
。
（
10
）　
大
高
広
和
「
律
令
継
受
の
時
代
性
―
辺
境
防
衛
体
制
か
ら
み
た
―
」（
大
津
透
編
『
律
令
制
研
究
入
門
』
名
著
刊
行
会
、
二
〇
一
一
年
）。
以
下
、
大
高
氏
の
所
説
は
こ
れ
に
よ
る
。
（
11
）　
中
村
裕
一
「
一
日
、
防
人
の
交
替
日
」（
同
『
中
国
古
代
の
年
中
行
事　
第
四
冊　
冬
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）、
渡
辺
信
一
郎
「
唐
代
前
期
賦
役
制
度
の
再
検
討
」（
同
『
中
国
古
代
の
財
政
と
国
家
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）。
（
12
）　
渡
辺
氏
注
（
11
）
論
文
。
（
13
）　
中
村
氏
注
（
11
）
論
文
、菊
池
英
夫
「
節
度
使
制
確
立
以
前
に
お
け
る
『
軍
』
制
度
の
展
開
」（『
東
洋
学
報
』
四
四
―
二
、一
九
六
一
年
）。
（
14
）　
仁
井
田
陞
著
・
池
田
温
編
集
代
表
『
唐
令
拾
遺
補
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
。
条
文
番
号
も
こ
れ
に
よ
る
。
（
15
）　
『
日
本
書
紀
』
斉
明
四
年
（
六
五
八
）
七
月
甲
申
条
に
都
岐
沙
羅
柵
造
と
渟
足
柵
造
大
伴
君
稲
積
が
見
え
る
。
（
16
）　
職
員
令
70
大
国
条
。
（
17
）　
今
泉
隆
雄
ｄ
「
蝦
夷
の
朝
貢
と
饗
給
」（
同
『
古
代
国
家
の
東
北
辺
境
支
配
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
。
初
出
は
一
九
八
六
年
）。
（
18
）　
今
泉
氏
ｄ
論
文
。
（
19
）　
今
泉
氏
ｄ
論
文
。
（
20
）　
今
泉
隆
雄
ｅ
「
律
令
に
お
け
る
化
外
人
・
外
蕃
人
と
夷
狄
」（
同
『
古
代
国
家
の
東
北
辺
境
支
配
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
。
初
出
は
一
九
九
四
年
）。
（
21
）　
吉
田
ａ
論
文
。
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